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『
日
本
大
辞
書
』
に
お
け
る
用
例
収
集
法
の
研
究

序
説

―
中
古
文
学
に
お
け
る
「
あ
さ
ま
し
」
を
例
に

―

河

瀬

真

弥

一

は
じ
め
に

本
稿
は
山
田
美
妙
に
よ
る
国
語
辞
書
で
あ
る
『
日
本
大
辞
書
』
（
一
八

九
二
～
一
八
九
三
年
刊
）
に
お
け
る
用
例
収
集
法
に
つ
い
て
論
じ
る
も
の

で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
「
あ
さ
ま
し
」
条
に
お
け
る
中
古
文
学
の
用
例

収
集
を
考
察
し
、
今
後
の
『
日
本
大
辞
書
』
に
お
け
る
、
中
古
文
学
周
辺

の
用
例
収
集
法
の
研
究
に
先
鞭
を
つ
け
る
も
の
で
あ
る
。

現
在
、
『
日
本
大
辞
書
』
の
記
述
を
分
析
す
る
必
要
性
が
高
ま
っ
て
い

る
の
で
は
な
い
か
と
、
稿
者
は
考
え
て
い
る
。
そ
れ
は
、『
日
本
大
辞
書
』

を
近
代
語
研
究
に
積
極
的
に
活
用
し
よ
う
と
い
う
動
き
が
近
年
し
ば
し
ば

見
ら
れ
る
こ
と
と
関
係
す
る

（
一
）

。
『
日
本
大
辞
書
』
が
近
代
語
研
究
に
生

か
せ
る
と
い
う
見
解
を
示
す
も
の
に
は
、
今
野
真
二
（
二
〇
一
四
）
、
木

村
義
之
（
二
〇
一
五
）
、
湯
浅
茂
雄
（
二
〇
二
〇
）
、
湯
浅
茂
雄
（
二
〇
二

一
）
、
湯
浅
茂
雄
（
二
〇
二
二
）
な
ど
が
あ
る
。
い
く
つ
か
の
研
究
を
以

下
に
見
て
み
よ
う
。

ま
ず
、
木
村
義
之
（
二
〇
一
五
）
の
論
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
『
日
本

大
辞
書
』
の
見
出
し
語
の
中
に
は
、
『
日
本
国
語
大
辞
典
』
第
二
版
が
見

出
し
と
し
て
い
な
い
語
（
「
あ
め
り
き
や
」
「
い
い
さ
あ
」
な
ど
）
が
あ
る

と
い
う
指
摘
で
あ
る
（

～

頁
）
。

ま
た
、
『
日
本
大
辞
書
』
の
見
出

107

110

し
が
『
日
本
国
語
大
辞
典
』
第
二
版
の
初
出
例
を
遡
る
例
（
「
え
え
る
」
、

『
日
本
国
語
大
辞
典
』
第
二
版
の
見
出
し
は
「
エ
ー
ル
」
）
が
あ
る
こ
と

も
指
摘
し
て
い
る
（

～

頁
）
。
そ
し
て
木
村
義
之
（
二
〇
一
五
、

110

111

113

～

頁
）
は

114
『
日
本
大
辞
書
』
は
単
独
で
辞
書
と
し
て
の
評
価
は
低
い
の
だ
が
、

『
言
海
』
の
補
注
版
の
よ
う
な
位
置
づ
け
で
観
察
す
る
と
、
多
く
の

新
た
な
発
見
が
あ
り
、
両
書
を
比
べ
見
る
こ
と
で
『
日
本
大
辞
書
』

に
は
も
う
少
し
プ
ラ
ス
の
評
価
を
与
え
て
よ
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
の

で
あ
る
。

と
述
べ
て
い
る
。

湯
浅
茂
雄
（
二
〇
二
一
、
左
開

頁
）
で
は
、
『
日
本
大
辞
書
』
の
収

58

録
語
数
を
調
査
し
て
い
る
。
そ
の
上
で
、
湯
浅
茂
雄
（
二
〇
二
一
）
は
『
言

海
』
に
無
く
『
日
本
大
辞
書
』
に
は
存
す
る
見
出
し
語
に
つ
い
て
、
「
①

活
用
語
の
場
合
、
そ
の
文
語
形
に
対
し
て
口
語
形
を
増
補
す
る
」
「
②
原

形
に
対
す
る
音
訛
形
を
増
補
す
る
」
「
③
派
生
関
係
に
あ
る
語
を
増
補
す

る
」
「
④
上
に
関
連
す
る
が
、
「
～
方
」
「
～
変
わ
り
」
「
～
気
味
」
「
～
切

り
」
等
の
接
辞
的
要
素
が
付
く
言
語
単
位
に
関
し
て
、
『
日
本
大
辞
書
』



- 88 -

は
積
極
的
に
立
項
す
る
方
針
を
と
る
」「
⑤
複
合
語
を
増
補
す
る
」「
⑥
『
言

海
』
が
一
項
目
の
意
味
区
分
で
扱
う
も
の
を
、
項
目
を
新
た
に
立
項
す
る
」

「
⑦
古
語
の
増
補
に
関
し
て
、
特
に
枕
詞
の
増
補
」「
⑧
本
草
語
の
増
補
」

「
⑨
●
（
言
専
用
）
を
中
心
と
す
る
オ
ノ
マ
ト
ペ
の
増
補
」
「
⑩
▲
（
方

言
・
俚
語
）
及
び
上
記
オ
ノ
マ
ト
ペ
以
外
●
（
言
専
用
）
の
増
補
」
（
左

開

～

頁
）
を
指
摘
し
、
「
⑪
漢
語
・
外
来
語
の
収
録
状
況
は
両
辞
書

59

60

に
大
き
な
差
は
な
い
」
（
左
開

頁
）
と
す
る
。
そ
し
て
、
「
『
言
海
』
と

60

『
日
本
大
辞
書
』
の
総
見
出
し
語
数
の
差
分
が
、
ほ
ぼ
『
日
本
大
辞
書
』

が
『
言
海
』
に
対
し
て
増
補
し
た
見
出
し
語
語
彙
に
あ
た
る
」
（
湯
浅
茂

雄
二
〇
二
一
、
左
開

頁
）
と
、
『
日
本
大
辞
書
』
と
『
言
海
』
の
見
出

60

し
語
の
特
徴
を
比
較
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
以
下
の
よ
う
に
述
べ
る
。

こ
の
う
ち
①
②
や
⑨
⑩
に
関
わ
る
が
、
山
田
美
妙
が
辞
書
中
で
見
出

し
語
の
文
体
を
区
分
す
る
記
号
で
あ
る
●
（
言
専
用
）
や
▲
（
方
言

・
俚
語
）
を
付
さ
れ
る
話
し
言
葉
・
俗
語
・
方
言
や
、
③
④
⑤
な
ど

の
派
生
形
や
複
合
語
を
積
極
的
に
立
項
し
た
こ
と
は
、
明
治
時
代
語

の
言
語
資
料
と
し
て
の
活
用
が
望
ま
れ
る
の
で
あ
る
。

（
湯
浅
茂
雄
〔
二
〇
二
一
〕
、
左
開

頁
）（

二
）

60

湯
浅
茂
雄
（
二
〇
二
二
、
左
開

頁
）
は
「
『
日
本
大
辞
書
』
に
は
、『
言

85

海
』に
収
め
ら
れ
な
か
っ
た
多
く
の
方
言
語
彙
が
収
め
ら
れ
て
い
る
点
で
、

我
々
に
と
っ
て
、明
治
時
代
語
の
貴
重
な
言
語
資
料
と
な
る
も
の
で
あ
る
」

と
、
そ
の
価
値
が
あ
る
こ
と
を
述
べ
て
い
る

（
三
）

。

以
上
の
よ
う
に
、
『
日
本
大
辞
書
』
を
近
代
語
の
研
究
に
活
用
し
よ
う

と
い
う
動
き
、
特
に
『
言
海
』
を
補
う
も
の
と
し
て
『
日
本
大
辞
書
』
を

活
用
し
よ
う
と
す
る
動
き
が
近
年
見
ら
れ
る
。
し
か
し
、『
日
本
大
辞
書
』

そ
の
も
の
が
ど
の
よ
う
な
態
度
で
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
か
、
と
い
う
こ

と
を
知
ら
ず
に
『
日
本
大
辞
書
』
を
国
語
史
の
資
料
と
し
て
用
い
る
こ
と

に
は
、
危
う
さ
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
大
槻
信
（
二
〇
一
九
〔
初
出
二

〇
〇
五
〕
、

頁
）
は
資
料
の
利
用
に
関
し
て
次
の
よ
う
な
注
意
を
促
す
。

45

わ
れ
わ
れ
が
資
料
に
臨
む
場
合
、
「
利
用
で
き
る
か
ら
利
用
す
る
」

と
な
っ
て
し
ま
い
が
ち
で
あ
る
。
だ
が
、
利
用
に
先
立
ち
、
そ
の
資

料
が
ど
の
よ
う
な
性
格
の
も
の
か
、
そ
の
資
料
が
あ
る
研
究
目
的
に

利
用
で
き
る
こ
と
は
ど
う
い
う
こ
と
か
、
ま
た
、
資
料
全
体
の
中
で

そ
の
利
用
可
能
な
部
分
は
い
っ
た
い
ど
の
よ
う
な
位
置
に
立
つ
も
の

か
、
と
い
っ
た
問
い
か
け
を
欠
い
て
は
、
む
し
ろ
逆
に
資
料
に
使
わ

れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

『
日
本
大
辞
書
』
を
国
語
史
の
資
料
と
し
て
利
用
す
る
場
合
に
も
、
同

じ
こ
と
が
言
え
る
だ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
近
代
語
の
研
究
者
が
『
日
本
大
辞

書
』
に
「
使
わ
れ
る
こ
と
に
な
」
ら
な
い
た
め
に
も
、
『
日
本
大
辞
書
』

が
ど
の
よ
う
に
作
ら
れ
た
辞
書
で
あ
る
か
、
山
田
美
妙
の
国
語
研
究
の
や

り
方
は
ど
の
よ
う
で
あ
っ
た
か
と
い
う
基
礎
的
な
研
究
が
必
要
で
あ
る
と

稿
者
は
考
え
て
い
る

（
四
）

。

ま
た
、
『
日
本
大
辞
書
』
に
対
す
る
評
価
に
は
厳
し
い
見
方
を
す
る
も

の
が
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
見
方
に
も
国
語
辞
書
史
、
国
語
学
史
の
客
観

的
な
記
述
に
あ
た
っ
て
は
問
題
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
近
代
辞
書
研
究

の
先
駆
者
で
あ
る
山
田
忠
雄
は
『
日
本
大
辞
書
』
に
つ
い
て
、
「
要
す
る

に
、
こ
の
本
は
、
今
日
の
言
葉
で
言
え
ば
、
言
海

の
イ
ミ
テ
ー
シ
ョ
ン

で
あ
る
」
（
山
田
忠
雄
〔
一
九
八
一
〕
、

頁
、
空
格
原
文
マ
マ
）
、
「
品
位

618



- 89 -

の
点
に
お
い
て
欠
け
る
と
こ
ろ
が
有
っ
て
」
、「
究
極
に
於
て
失
敗
作
」（
以

上
山
田
忠
雄
〔
一
九
八
一
〕
、

頁
）
な
ど
の
よ
う
に
厳
し
い
評
価
を
下

621

し
て
い
る

（
五
）

。
前
田
富
祺
も
『
日
本
語
学
研
究
事
典
』
（
二
〇
〇
七
）
の

「
日
本
大
辞
書
」
項
目
で
、
「
短
期
間
に
編
集
し
た
こ
と
に
よ
る
欠
点
も

多
い
」
「
特
に
後
半
の
部
分
の
記
述
は
粗
雑
で
あ
る
」
「
で
き
上
が
っ
た
も

の
は
歴
史
的
意
義
を
認
め
得
る
に
過
ぎ
な
い
」（

頁
）
と
述
べ
て
い
る
。

1022

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
『
日
本
大
辞
書
』
に
対
す
る
先
入
観
が
強
す
ぎ

る
と
、
『
日
本
大
辞
書
』
の
特
徴
が
、
歪
め
ら
れ
た
形
で
し
か
捉
え
ら
れ

な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
新
た
な
辞
書
史
・
国
語
学
史
の
記
述
の
た

め
に
『
日
本
大
辞
書
』
に
対
す
る
先
入
観
を
排
し
て
、
『
日
本
大
辞
書
』

を
捉
え
直
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
な
お
、
既
に
言
及
し
た
今
野
真
二
（
二

〇
一
四
）
、
木
村
義
之
（
二
〇
一
五
）
、
湯
浅
茂
雄
（
二
〇
二
〇
）
、
湯
浅

茂
雄
（
二
〇
二
一
）
、
湯
浅
茂
雄
（
二
〇
二
二
）
の
他
に
も
、
『
日
本
語
学

大
辞
典
』
（
二
〇
一
八
）
の
「
山
田
美
妙
」
項
目
（
木
村
義
之
執
筆
）
が

山
田
美
妙
に
つ
い
て
「
日
本
語
研
究
者
と
し
て
の
側
面
も
見
直
さ
れ
つ
つ

あ
る
」
（

頁
）
と
す
る
よ
う
に
、
近
年
は
こ
の
先
入
観
も
薄
ら
い
で
い

970

る
と
こ
ろ
で
あ
る

（
六
）

。
本
稿
も
こ
の
流
れ
を
一
層
進
め
よ
う
と
す
る
も

の
で
あ
る
。

本
稿
は
、
『
日
本
大
辞
書
』
の
記
述
が
ど
の
よ
う
に
成
り
立
っ
て
い
る

の
か
と
い
う
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
の
試
み
の
一
つ
で
あ
る
。
本
稿

で
は
「
あ
さ
ま
し
」
の
用
例
収
集
を
取
り
上
げ
る
。
「
あ
さ
ま
し
」
を
取

り
上
げ
る
理
由
は
、
山
田
美
妙
の
用
例
収
集
の
実
態
が
窺
え
る
箇
所
を
有

す
る
か
ら
で
あ
る
。
「
あ
さ
ま
し
」
の
み
の
分
析
で
山
田
美
妙
の
用
例
収

集
の
実
態
が
全
て
分
か
る
と
い
う
こ
と
は
な
い
。
し
か
し
、
今
後
こ
の
よ

う
な
形
で
『
日
本
大
辞
書
』
を
分
析
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
は
な
い
か
、

と
い
う
提
案
と
し
て
、
本
稿
を
位
置
づ
け
た
い
。

二

「
あ
さ
ま
し
」
の
用
例
収
集

二
―
一
『
日
本
大
辞
書
』
の
「
あ
さ
ま
し
」
条

以
下
に
『
日
本
大
辞
書
』
の
「
あ
さ
ま
し
」
条
の
本
文
を
挙
げ
る
。
各

用
例
に
四
角
囲
い
の
ロ
ー
マ
数
字
及
び
丸
数
字
を
付
し
て
い
る
。
桐
壺
の

例
は
す
べ
て
「
Ⅱ
」
と
し
て
、
下
位
分
類
に
丸
数
字
を
用
い
た
。

○
あ
さ
ま
シ

（
第
三
上
）
形
。
｛
淺
ま
し
｝
（
一
）
ア
サ
ハ
カ
デ
ア

ル
。
＝
タ
ノ
ミ
ガ
ヒ
ノ
ナ
イ
。
Ⅰ
―
萬
葉
集
「
ワ
レ
ヲ
タ
ノ
メ

テ
あ
さ
ま
し
モ
ノ
ヲ
」
。
（
二
）
オ
ド
ロ
ク
バ
カ
リ
ナ
。
＝
思
ヒ

ノ
外
ニ
ハ
ナ
ハ
ダ
シ
イ
。
＝
キ
モ
ノ
ツ
ブ
レ
サ
ウ
デ
ア
ル
。
Ⅱ

―
源
氏
、
桐
壺
ノ
ウ
チ
ニ
二
ケ
所
、
Ⅱ
①
「
カ
カ
ル
人
モ
世
ニ

イ
デ
オ
ハ
ス
ル
モ
ノ
ナ
リ
ケ
リ
ト
あ
さ
ま
し
き
マ
デ
目
ヲ
驚
カ

シ
タ
マ
フ
」
。
Ⅱ
②
―
同
「
ア
ゲ
オ
ト
リ
ヤ
ト
疑
ハ
シ
ク
オ
ボ

サ
レ
ツ
ル
ヲ
、
あ
さ
ま
し
ウ
ウ
ツ
ク
シ
ゲ
サ
添
ヒ
タ
マ
ヘ
リ
」
。

Ⅲ
―
同
夕
顏
、
「
メ
ノ
ト
ナ
ド
ヤ
ウ
ノ
思
フ
ベ
キ
人
ハ
あ
さ
ま

し
ウ
マ
ホ
ニ
」
。
（
三
）
興
ノ
サ
メ
タ
。
＝
イ
ヤ
ミ
ナ
。
＝
タ
ノ

ミ
ガ
タ
ク
思
ハ
レ
ル
。
Ⅱ
③
―
源
氏
、
桐
壺
「
カ
ク
テ
モ
月
日

ハ
經
ニ
ケ
リ
ト
あ
さ
ま
し
ウ
オ
ボ
シ
メ
サ
ル
」
。
Ⅳ
―
同
末
摘

花
「
あ
さ
ま
し
ノ
ク
チ
ツ
キ
ヤ
」
。
Ⅴ
―
金
葉
集
、
「
あ
さ
ま
し

ヤ
コ
ノ
シ
タ
カ
ゲ
ノ
岩
清
水
、
イ
ク
ソ
ノ
人
ノ
カ
ゲ
ヲ
見
ツ
ラ

ン
」
。

（
『
日
本
大
辞
書
』
第

巻
・

頁
）（

七
）

1

28

本
稿
で
注
目
す
る
の
は
、『
源
氏
物
語
』
の
用
例
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、

用
例
の
Ⅱ
（
Ⅱ
①
、
Ⅱ
②
、
Ⅱ
③
）
、
Ⅲ
、
Ⅳ
に
注
意
し
て
も
ら
い
た
い
。
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二
―
二

先
行
辞
書
が
挙
げ
る
用
例

山
田
美
妙
が
用
例
を
収
集
す
る
に
あ
た
っ
て
、
過
去
の
辞
書
を
手
が
か

り
に
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
た
め
、
『
日
本
大
辞
書
』
以
前
の
辞
書
の

記
述
を
見
て
み
よ
う
。
『
日
本
大
辞
書
』
以
前
の
、
用
例
を
載
せ
る
主
な

辞
書
の
記
述
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
（
『
源
氏
物
語
』
の
用
例
に
網
掛
け

を
付
し
た
。
ま
た
、
『
日
本
大
辞
書
』
に
付
し
た
用
例
番
号
と
対
応
す
る

番
号
を
付
し
た
）。『
日
本
大
辞
書
』
が
挙
げ
る
用
例
が
先
行
辞
書
に
無
い
、

と
い
う
こ
と
を
述
べ
る
必
要
性
か
ら
、
読
者
が
そ
の
主
張
を
確
認
で
き
る

よ
う
、
引
用
箇
所
が
長
大
に
な
っ
て
い
る
箇
所
が
あ
る
。

・
『
倭
訓
栞
』
前
編
（
谷
川
士
清
著
、
一
七
七
七
～
一
八
三
〇
年
刊
）
に

は
「
あ
さ
ま
し
」
条
無
し
。

・
『
倭
訓
栞
』
中
編
（
谷
川
士
清
著
、
一
八
六
二
年
刊
）
（
第

冊
〔
前
編

35

か
ら
通
算
〕
・

コ
マ
目
）

17

あ
さ
ま
し

浅
き
意
也
。
ま
し
助-

語
。
又
ま
し
反
、
み
也
。
お
そ

ま
し
て
ふ
語
の
轉
と
い
へ
る
は
あ
ら
ず
。
家
隆
卿

し
か
り
と
て
直
き
心
も
世
に
た
え
ず
ま
じ
る
蓬
の
あ
さ

ま
し
の
世
や

諺
に
、
曲
ら
ね
ば
世
に
立
ず
と
い
へ
り
。
世
説
に
王
光
禄
如
二

屏-

風
屈-

曲
一

従
レ

俗
能
蔽
二

風
露
一

と
見
え
た
り
○
略
し
て
あ

ノ

さ
ま
と
も
い
へ
り

・
『
倭
訓
栞
』
後
編
（
谷
川
士
清
著
、
一
八
八
七
年
刊
）
に
は
「
あ
さ
ま

し
」
条
無
し
。

・
『
増
補
雅
言
集
覧
』
（
石
川
雅
望
原
著
、
中
島
廣
足
増
補
、
一
八
八
七
年

刊
）
（
第

冊
・

～

コ
マ
目
。
適
宜
空
格
を
設
け
た
）

45

21

23

あ
さ
ま
し

く

き

や
（
空
穗
［
藏
開
］
）
［
下
ノ
四
十
八
］
さ
ば
か

り
か
し
こ
き
宮
殿
ば
ら
を
な
ら
ひ
給
へ
れ
ば
い
か
に
あ
さ
ま
し
き
所

と
お
も
ほ
す
ら
ん

（
同
［
國
讓
］
）［
下
ノ
十
九
］
○
［
お
と
ゝ
詞
］

年
頃
は
あ
さ
ま
し
く
お
ほ
や
け
に
も
す
て
ら
れ
奉
り
た
る
や
う
に
て

（
同
［
嵯
峨
院
］
）［
百
四
］
○
［
兒
君
ノ
コ
ト
ヲ
］
宮
は
い
と
大

に
な
り
に
け
り
は
じ
め
は
い
と
あ
さ
ま
し
や
月
ご
ろ
御
ら
ん
じ
な
ら

ひ
た
ら
ん
を

（
六
帖
）
［
二
］
恨
て
も
し
る
し
な
け
れ
ば
し
な
の

な
る
あ
さ
ま
の
山
の
あ
さ
ま
し
や
君

（
後
）［
戀
二
長
谷
雄
］
「
ふ

し
て
ぬ
る
夢
路
に
だ
に
も
あ
は
ぬ
身
は
猶
あ
さ
ま
し
き
う
つ
ゝ
と
ぞ

思
ふ

（
古
）［
誹
諧
な
か
き
］
「
雲
は
れ
ぬ
淺
間
の
山
の
あ
さ
ま
し

や
人
の
こ
ゝ
ろ
を
見
て
こ
そ
や
ま
め

Ⅴ
（
拾
）
［
戀
四
、
よ
み
人

し
ら
す
］
「
あ
さ
ま
し
や
こ
の
下
か
げ
の
い
は
し
水
い
く
そ
の
人
の

か
げ
を
み
つ
ら
ん

（
同
）［
同
同
］「
さ
を
し
か
の
つ
め
だ
に
ひ
ぢ

ぬ
山
川
の
あ
さ
ま
し
き
ま
で
と
は
ぬ
君
哉

（
順
集
）［
廿
五
］
「
ゐ

て
も
こ
ひ
ふ
し
て
も
こ
ふ
る
か
ひ
も
な
く
影
あ
さ
ま
し
く
見
え
ぬ
山

の
井

（
兼
盛
集
）
［
廿
一
］
「
あ
さ
ま
し
く
有
明
の
月
と
出
つ
れ
ど

ひ
た
か
く
人
に
み
え
も
す
る
か
な

（
齋
宮
女
御
集
）［
九
］
「
あ
さ

ま
し
く
舟
な
が
し
た
る
あ
ま
よ
り
も
我
袖
の
浦
の
し
も
ゝ
か
わ
か
ず

（
兼
盛
集
）
［
十
三
］
さ
ゝ
れ
石
の
上
も
か
わ
か
ぬ
澤
水
の
あ
さ

ま
し
く
の
み
見
ゆ
る
戀
か
な

（
同
）［
十
六
］
「
神
な
び
の
山
の
さ
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は
水
我

な
れ
や
あ
さ
ま
し
く
の
み
見
え
し
わ
た
れ
ば

（
拾
玉
）

君
（
夫
）

わ

た

り

ぬ

る

（

夫

）

［
四
、
春
日
法
樂
百
首
法
文
］
「
あ
さ
ま
し
や
數
か
ぎ
り
な
き
ち
り

の
山
を
い
く
ら
こ
え
こ
し
聖
と
か
見
る

（
順
德
院
御
記
）
［
承
久

二
年
］
下
説
源
氏
歌
は
劣
也
狹
衣
［
云
々
］
此
條
心
憂
淺
猿
鋪
事
也

更
非
二

同
日
論
一

［
云
々
］

（
宇
治
拾
）
［
三
ノ
廿
一
］
鳥
べ
野
へ

ゐ
て
い
ぬ
と
て
［
云
々
］
道
な
ど
に
て
落
な
ど
す
べ
き
事
に
も
あ
ら

ぬ
に
い
か
な
る
事
に
か
と
心
得
ず
あ
さ
ま
し
す
べ
き
方
も
な
く
て

［
云
々
］
此
つ
ま
ど
口
に
も
と
の
や
う
に
て
う
ち
ふ
し
た
り
い
と
あ

さ
ま
し
く
も
お
そ
ろ
し
く
て
［
云
々
］
ひ
つ
き
よ
り
出
て
又
つ
ま
ど

口
に
ふ
し
た
り
い
と
ゞ
あ
さ
ま
し
き
わ
ざ
か
な
と
て
又
か
き
い
れ
ん

と
て

（
同
）［
三
ノ
廿
五
］
な
べ
て
の
ひ
さ
ご
に
も
似
ず
大
に
［
云

々
］
き
り
明
て
見
れ
ば
物
ひ
と
は
た
入
た
り
何
に
か
あ
る
ら
ん
と
う

つ
し
て
見
れ
ば
白
米
の
入
た
る
な
り
思
ひ
か
け
ず
あ
さ
ま
し
と
思
ひ

て
大
な
る
物
に
み
な
を
う
つ
し
た
る
に
お
な
じ
や
う
に
入
て
あ
れ
ば

た
ゞ
ご
と
に
あ
ら
ざ
り
け
り
［
云
々
］

（
同
）
［
四
］
此
む
く
い

に
は
物
よ
く
あ
ら
せ
奉
り
て
よ
き
男
な
ど
あ
は
せ
奉
る
べ
き
な
り
と

い
ふ
と
な
ん
見
つ
る
と
か
た
る
に
あ
さ
ま
し
く
な
り
て
此
や
ど
り
た

る
女
の
い
ふ
や
う

（
同
）
［
一
ノ
四
］
あ
し
く
よ
く
ま
ふ
も
あ
り

あ
さ
ま
し
と
見
る
ほ
ど
に

（
同
）
［
八
ノ
三
］
○
［
下
野
武
正
大

風
大
雨
に
簑
に
て
法
性
寺
に
集
り
た
る
所
に
］
殿
南
お
も
て
へ
出
て

み
す
よ
り
御
覧
ず
る
に
あ
さ
ま
し
く
お
ぼ
し
め
し
て
御
馬
を
な
ん
た

び
け
り

（
枕
）
［
五
ノ
十
六
］
あ
さ
ま
し
き
物
、
さ
し
櫛
み
が
く

ほ
ど
に
物
に
さ
へ
て
折
た
る
、
車
の
打
か
へ
さ
れ
た
る
さ
る
お
ほ
の

か
な
る
物
は
所
せ
く
ひ
さ
し
く
な
ど
や
あ
ら
ん
と
こ
そ
思
ひ
し
が
只

夢
の
心
ち
し
て
あ
さ
ま
し
う
あ
や
な
し
、
人
の
た
め
に
も
は
づ
か
し

き
こ
と
つ
ゝ
み
も
な
く
兒
も
お
と
な
も
い
ひ
た
る
、
必
き
な
ん
と
思

ふ
人
を
夜
一
よ
ま
ち
あ
か
し
て
曉
方
に
只
い
さ
ゝ
か
忘
て
ね
い
り
た

る
に
鳥
の
い
と
ち
か
く
か
う
と
な
く
に
う
ち
み
あ
げ
た
れ
ば
晝
に
な

り
た
る
い
と
あ
さ
ま
し
、
て
う
ば
み
に
ど
う
と
ら
れ
た
る
、
む
げ
に

し
ら
ず
み
ず
き
か
ぬ
事
を
人
の
さ
し
向
ひ
て
あ
ら
が
は
す
べ
く
も
な

く
い
ひ
た
る
、
物
う
ち
こ
ぼ
し
た
る
も
あ
さ
ま
し
、
の
り
弓
に
わ
な

ゝ
く
〳
〵
ひ
さ
し
う
あ
り
て
は
づ
し
た
る
矢
の
も
て
は
な
れ
て
こ
と

方
へ
行
た
る

Ⅱ
①
（
源
［
桐
壺
］
）
［
六
十
四
］
か
ゝ
る
人
も
世
に

お
は
す
る
物
也
け
り
と
あ
さ
ま
し
き
ま
で
目
を
驚
か
し
給
ふ

（
宇

治
拾
）
［
二
ノ
卅
二
］
我
を
お
ひ
け
る
大
學
の
衆
あ
さ
ま
し
く
力
あ

る
者
に
て
ぞ
あ
り
け
る
な
め
り

（
同
）
［
十
一
ノ
十
六
］
大
な
る

男
三
人
い
く
ほ
ど
も
へ
だ
て
ず
き
り
ふ
せ
た
る
あ
さ
ま
し
く
つ
か
ひ

た
る
大
刀
か
な

（
源
［
夕
顏
］
）［
五
十
一
］
わ
か
君
の
上
を
だ
に

え
き
か
ず
あ
さ
ま
し
く
ゆ
く
へ
な
く
て
過
ゆ
く

（
同
［
帚
木
］
）

［
四
十
］
こ
ゝ
ち
は
た
わ
び
し
く
あ
る
ま
じ
き
こ
と
ゝ
も
お
も
へ
ば

あ
さ
ま
し
く
人
た
が
へ
に
こ
そ
侍
る
め
れ
と
い
ふ
も
い
き
の
し
た
な

り

（
同
）
［
四
十
五
］
御
文
を
も
て
き
た
れ
ば
女
房
あ
さ
ま
し
き

に
な
み
だ
も
い
で
き
ぬ

（
同
［
空
蟬
］
）
［
八
］
打
み
じ
ろ
き
よ

る
け
は
ひ
い
と
し
る
し
あ
さ
ま
し
く
覺
え
て
と
も
か
く
も
思
ひ
わ
か

れ
ず

（
同
）
［
十
二
］
姉
君
ま
ち
つ
け
て
い
み
じ
く
の
給
ふ
あ
さ

ま
し
か
り
し
に
と
か
く
ま
ぎ
ら
は
し
て
も
人
の
思
は
ん
こ
と
さ
り
所

な
き
に

（
同
）
［
十
二
］
御
せ
う
そ
こ
も
な
し
あ
さ
ま
し
と
思
ひ

う
る
か
た
も
な
く
て

（
同
［
夕
顏
］
）
［
十
六
］
人
の
け
は
ひ
い

と
あ
さ
ま
し
く
や
は
ら
か
に
お
ほ
ど
き
て

（
同
［
帚
木
］
）［
廿
］

君
た
ち
あ
さ
ま
し
と
思
ひ
て
そ
ら
ご
と
ゝ
て
わ
ら
ひ
た
ま
ふ
○
宣
長

云
此
詞
ハ
ヨ
キ
コ
ト
ニ
モ
ア
シ
キ
コ
ト
ニ
モ
云
テ
俗
言
ニ
け
し
ら
ぬ

き
も
の
つ
ぶ
れ
た
事
な
ど
云
フ
心
ナ
リ

補
（
千
載
）
［
戀
四
、
和
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泉
式
部
］
「
こ
れ
も
み
な
さ
ぞ
な
む
か
し
の
ち
ぎ
り
ぞ
と
お
も
ふ
も

の
か
ら
あ
さ
ま
し
き
か
な

（
同
）［
同
實
重
］
「
あ
さ
ま
し
や
さ
の

み
は
い
か
に
し
な
の
な
る
木
曾
路
の
は
し
の
か
け
わ
た
る
ら
ん

（
万
代
）［
春
下
國
信
］「
あ
さ
ま
し
や
日
か
ず
行
と
も
お
も
ほ
へ
で

春
の
こ
よ
ひ
に
成
に
け
る
哉

（
金
葉
）［
戀
下
俊
賴
］
「
あ
さ
ま
し

や
こ
は
な
に
事
の
さ
ま
ぞ
と
よ
戀
せ
よ
と
て
も
う
ま
れ
ざ
り
け
り

（
拾
玉
）［
一
］
「
あ
さ
ま
し
や
散
行
花
を
ゝ
し
む
ま
に
し
き
み
も
つ

ま
ず
あ
か
も
く
ま
れ
ず

（
著
聞
）
［
五
ノ
八
］
あ
さ
ま
し
く
ふ
し

ぎ
に
お
ぼ
え
て

（
宇
治
拾
）
［
十
四
］
唐
人
玉
を
う
け
と
り
て
手

の
上
に
お
き
て
う
ち
ふ
り
て
見
る
ま
ゝ
に
あ
さ
ま
し
と
お
も
ひ
た
る

か
ほ
け
し
き
に
て

（
同
）
こ
は
い
か
に
あ
さ
ま
し
く
て
と
へ
ば
［
云

々
］

（
著
聞
）
［
六
ノ
廿
五
］
あ
さ
ま
し
く
う
れ
し
げ
に
お
も
ひ

た
り

・
『
語
彙
』（
木
村
正
辞
、
横
山
由
清
総
裁
、
一
八
七
二
～
一
八
八
四
年
刊
）

（
巻

・

オ
～

ウ
）

2

13

13

あ
さ
ま
し
き

［
シ
ク

シ

シ
キ
］
［
淺
ま
し
な
り
。
又
淺
慮
な

セ
ン
リ
ョ

る
状
を
も
い
ふ
。
Ⅰ
万
［
十
四
］
わ
れ
を
た
の
め
て
安
佐
麻
之
物

ア

サ

マ

シ

モ

能
乎
］

ノ

ヲ

あ
さ
ま
し
き

［
シ
ク

シ

シ
キ
］
［
物
の
分
に
過
て
思
ひ
の
外

ブ
ン

ス
ギ

な
る
を
み
て
驚
く
な
り
。
キ
ヨ
ウ
ノ
サ
メ
タ
又
ア
キ
レ
タ
或
ハ
ギ

ヨ
ウ
サ
ン
デ
ア
ル
又
タ
イ
サ
ウ
デ
ア
ル
の
意
に
も
い
へ
り
拾
遺

［
戀
四
］
さ
を
鹿
の
つ
め
だ
に
ひ
た
ぬ
山
川
の
あ
さ
ま
し
き
ま
で

ぬ
る
ゝ
袖
か
な
源
［
帚
木
］
御
ふ
み
を
も
て
来
た
れ
ば
女
房
あ
さ

キ

ま
し
き
に
な
み
だ
も
い
で
来
ぬ

Ⅲ
又
［
夕
皃
］
め
の
と
な
ど
や

う
の
思
ふ
べ
き
人
は
あ
さ
ま
し
う
ま
ほ
に
み
な
す
も
の
を
］

・
『
俚
言
集
覧
』
稿
本
（
太
田
全
斎
著

（
八
）

、
成
立
年
不
詳
）
（
影
印
本
第

巻

頁
。
「
〔
太
平
記
三
十
」
に
カ
ッ
コ
閉
じ
が
無
い
の
は
原
文
マ

1

86

マ
）（

九
）

ア
サ
マ
シ

［
淺
猿
［
二
字
と
も
仮
名
書
也
］
○
甘

身

○
窶

ア
サ
マ
シ
〔
太
平
記
三
十

を
訓
り
〔
愚
按
〕
マ
シ
ノ
反
ミ
也
。
ア
サ
ミ
也
。
○
雅
語
譯
解
あ

さ
ま
し
［
キ
ヨ
ウ
ノ
サ
メ
タ
事
ヂ
ヤ
］
ア
キ
レ
タ
コ
ト
ヂ
ヤ
○
石
川

雅
望
説
あ
ん
ま
り
な
事
］

〈
引
用
者
注
：
以
下
、
上
側
の
余
白
の
記
述
〉
本
居
氏
曰
、
ア
サ
シ

は
よ
き
事
に
も
あ
し
き
事
に
も
い
ひ
、
俗
に
け
し
か
ら
ぬ
き
も
の
つ

ぶ
れ
た
こ
と
な
ど
云
意
也

・
『
こ
と
ば
の
は
や
し
』
（
物
集
高
見
著
、
一
八
八
八
年
刊
）
（

頁
）

36

あ
さ
ま
し

サ
。
フ
。
淺
。
も
の
ご
と

の

あ
さ
は
か

な
る

を

い
ふ
。
Ⅰ
万
［
十
四
］
（
わ
れ

を

た
の
め
て

あ
さ
ま
し

も
の

を
）

あ
ざ
ま
し

サ
。
フ
。
も
の
ご
と

の

お
も
ひ

の

ほ
か

に
て

お

ど
ろ
き
ぬ

べ
く

あ
る

を

い
ふ
。
拾
遺
（
さ
を
し
か

の

つ
め

だ
に

ひ
た
ぬ

山
川

の

あ
ざ
ま
し
き

迄

ぬ
る
る

袖

か
な
）

源
［
帚
木
］（
御

ふ
み

を

も
て

き
た
れ

ば

女
房

あ
ざ
ま
し
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き

に

な
み
だ

も
い
で

來

ぬ
）

・
『
言
海
』
（
大
槻
文
彦
著
、
一
八
八
九
～
一
八
九
一
年
刊
）
（
第

冊
・

1

頁
）

13
あ
さ-

ま･

し･
シ
キ･

シ
ケ
レ･

シ
ク･

シ
ク
（
形
．
二
）
（
一
）
｛
驚
ク
ホ

ド
ニ
甚
シ
。
思
ヒ
ノ
外
ニ
肝
潰
ル
。（
善
キ
ニ
モ
、
惡
シ
キ
ニ
モ
）

キ
モ
ツ
ブ

驚
歎
（
二
）
興
醒
ム
。
呆
ル
。
（
多
ク
、
惡
シ
キ
ニ
）

キ
ョ
ウ
サ

ア
キ

な
お
、「
あ
さ
ま
し
」
の
語
に
つ
い
て
は
、
明
治
期
国
語
辞
書
大
系
（
大

空
社
）
に
お
け
る
、
『
日
本
大
辞
書
』
刊
行
以
前
の
も
の
を
全
て
確
認
し

て
い
る
。
本
稿
に
引
用
が
無
い
も
の
は
、
当
該
辞
書
に
お
い
て
「
あ
さ
ま

し
」
の
用
例
掲
載
、
お
よ
び
「
あ
さ
ま
し
」
条
（
語
形
に
小
異
が
あ
る
も

の
も
含
む
）
の
立
条
が
確
認
で
き
な
か
っ
た
も
の
で
あ
る
。

二
―
三

考
察

『
日
本
大
辞
書
』
の
「
あ
さ
ま
し
」
に
お
け
る
『
源
氏
物
語
』
桐
壺
の

用
例
の
う
ち
、
Ⅱ
①
は
『
増
補
雅
言
集
覧
』
に
、
Ⅲ
は
『
語
彙
』
に
見
ら

れ
る
。
し
か
し
、
Ⅱ
②
と
Ⅱ
③
に
つ
い
て
は
、
こ
こ
で
確
認
し
た
先
行
辞

書
に
無
い
。
そ
の
た
め
、
山
田
美
妙
が
自
身
で
『
源
氏
物
語
』
の
桐
壺
を

読
ん
で
用
例
を
探
し
た
可
能
性
が
あ
る
。
Ⅳ
の
末
摘
花
の
用
例
に
つ
い
て

も
、
先
行
辞
書
に
無
い
用
例
で
あ
る
た
め
、
山
田
美
妙
自
身
が
末
摘
花
を

読
ん
で
探
し
た
用
例
で
あ
る
可
能
性
が
あ
る
。

山
田
美
妙
が
自
身
で
『
源
氏
物
語
』
の
テ
キ
ス
ト
を
読
ん
で
、
用
例
を

探
し
た
可
能
性
を
さ
ら
に
示
唆
す
る
も
の
と
し
て
、
用
例
を
計
量
し
て
い

る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
『
日
本
大
辞
書
』
は
「
―
源
氏
、
桐
壺
ノ
ウ
チ

ニ
二
ケ
所
」
と
、
用
例
数
を
計
量
し
て
い
る
。
こ
れ
は
自
身
で
桐
壺
を
読

ん
で
探
し
、
計
量
し
た
か
ら
こ
そ
な
せ
る
記
述
で
あ
る
。
な
お
、
桐
壺
に

お
け
る
用
例
数
に
つ
い
て
、
『
日
本
大
辞
書
』
は
「
―
源
氏
、
桐
壺
ノ
ウ

チ
ニ
二
ケ
所
」
（
Ⅱ
①
と
Ⅱ
②
）
あ
る
も
の
に
加
え
て
、
別
義
と
し
て
も

う

例
の
用
例
を
挙
げ
て
い
る
（
Ⅱ
③
）
。
こ
の

例
は
当
時
流
布
し
て

1

3

い
た
『
源
氏
物
語
』
の
テ
キ
ス
ト
で
あ
る
『
湖
月
抄
』
の
桐
壺
に
見
ら
れ

る
「
あ
さ
ま
し
」
の
全
例
で
あ
り

（
十
）

、
山
田
美
妙
は
『
源
氏
物
語
』
の

桐
壺
か
ら
漏
れ
な
く
「
あ
さ
ま
し
」
の
例
を
拾
い
上
げ
る
こ
と
に
成
功
し

て
い
る

（
十
一
）

。

計
量
に
つ
い
て
は
、
何
ら
か
の
注
釈
書
に
よ
っ
て
い
る
可
能
性
も
あ
る

の
で
、
主
要
な
近
世
の
注
釈
書
に
お
い
て
、
桐
壺
巻
の
「
あ
さ
ま
し
」
が

計
量
さ
れ
て
い
な
い
か
も
確
認
し
て
お
こ
う

（
十
二
）

。
『
首
書
源
氏
物
語
』
、

『
湖
月
抄
』
（
北
村
季
吟
）
、
『
源
註
拾
遺
』（
契
沖
）
、
『
源
氏
物
語
新
釈
』

（
賀
茂
真
淵
）
、
『
源
氏
物
語
玉
の
小
櫛
』
（
本
居
宣
長
）
、
『
源
氏
物
語
評

釈
』
（
萩
原
広
道
）
の
「
あ
さ
ま
し
」
の
箇
所
の
注
に
お
い
て
、
「
あ
さ
ま

し
」
の
計
量
に
つ
い
て
の
記
述
が
見
ら
れ
な
い

（
十
三
）

。
そ
の
た
め
、
『
日

本
大
辞
書
』
の
「
あ
さ
ま
し
」
に
お
け
る
計
量
は
、
山
田
美
妙
が
行
っ
た

も
の
で
あ
る
可
能
性
を
考
え
て
良
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か

（
十
四
）

。

ま
た
、『
増
補
雅
言
集
覧
』
に
は
見
ら
れ
た
Ⅱ
①
の
用
例
に
つ
い
て
も
、

山
田
美
妙
が
独
自
に
調
査
を
行
っ
た
可
能
性
が
指
摘
で
き
る
。
『
増
補
雅

言
集
覧
』
で
は
〝
（
源
［
桐
壺
］
）
［
六
十
四
］
か
ゝ
る
人
も
世
に
お
は
す

る
物
也
け
り
と
あ
さ
ま
し
き
ま
で
目
を
驚
か
し
給
ふ
〟
と
な
っ
て
い
た

が
、
『
日
本
大
辞
書
』
で
は
〝
「
カ
カ
ル
人
モ
世
ニ
イ
デ
オ
ハ
ス
ル
モ
ノ

ナ
リ
ケ
リ
ト
あ
さ
ま
し
き
マ
デ
目
ヲ
驚
カ
シ
タ
マ
フ
」
〟
と
本
文
に
違
い
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が
あ
る
（
「
イ
デ
」
の
有
無
）。『
増
補
雅
言
集
覧
』
で
は
「
凡
例
」
に
、「
張

数
は
源
語
は
湖
月
抄
に
よ
り
つ
」（
第

冊
・

コ
マ
目
）
と
あ
る
た
め
、

1

8

『
増
補
雅
言
集
覧
』
の
『
源
氏
物
語
』
本
文
は
北
村
季
吟
の
注
釈
で
あ
る

『
湖
月
抄
』
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
こ
で
は
『
増
補
雅
言
集
覧
』
が

引
用
を
誤
っ
て
お
り
、
『
湖
月
抄
』
に
は
「
世
に
い
で
お
は
す
る
も
の
な

り
け
り
」
（
桐
壺
・

コ
マ
目
）
と
「
い
で
」
を
有
す
る
形
の
本
文
と
な

7

っ
て
い
る

（
十
五
）

。
仮
に
『
日
本
大
辞
書
』
に
お
い
て
『
増
補
雅
言
集
覧
』

を
参
考
文
献
と
し
て
利
用
し
て
い
た
と
し
て
も
、
そ
こ
か
ら
の
孫
引
き
で

は
な
く
本
文
を
山
田
美
妙
が
自
ら
確
認
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
は
揺
る
が

な
い
。
そ
し
て
、『
増
補
雅
言
集
覧
』
は
丁
数
も
誤
っ
て
お
り
、
『
増
補
雅

言
集
覧
』
で
は
「
六
十
四
」
と
あ
る
が
、
当
該
用
例
の
所
在
は
『
湖
月
抄
』

で

丁
表
で
あ
る
の
で
、
『
増
補
雅
言
集
覧
』
に
頼
っ
て
い
て
は
、
当
該

6
用
例
に
た
ど
り
着
け
な
い
。
つ
ま
り
、『
日
本
大
辞
書
』
の
「
あ
さ
ま
し
」

条
は
、
先
行
辞
書
と
し
て
用
例
数
が
最
大
規
模
で
あ
る
『
増
補
雅
言
集
覧
』

を
利
用
し
て
す
ら
い
な
い
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る

（
十
六
）

。

三

ま
と
め
と
展
望

本
稿
で
は
『
日
本
大
辞
書
』
の
「
あ
さ
ま
し
」
に
つ
い
て
、
編
者
で
あ

る
山
田
美
妙
が
自
ら
用
例
採
集
を
行
い
、
計
量
を
行
っ
て
い
た
可
能
性
が

高
い
こ
と
、
『
増
補
雅
言
集
覧
』
を
利
用
し
て
い
な
い
可
能
性
が
あ
り
、

仮
に
『
増
補
雅
言
集
覧
』
を
利
用
し
て
い
た
と
し
て
も
、
そ
こ
か
ら
の
孫

引
き
で
は
な
く
『
源
氏
物
語
』
の
テ
キ
ス
ト
（
『
湖
月
抄
』
）
に
立
ち
返
っ

て
本
文
を
確
認
し
て
い
た
こ
と
を
指
摘
し
た
。

わ
ず
か
一
条
の
み
の
考
察
に
よ
り
『
日
本
大
辞
書
』
全
体
を
論
じ
る
こ

と
は
危
う
い
。
し
か
し
、『
日
本
大
辞
書
』
は
「
あ
さ
ま
し
」
に
お
い
て
、

桐
壺
や
末
摘
花
か
ら
自
力
で
用
例
を
探
し
て
お
り
、
か
つ
桐
壺
か
ら
「
あ

さ
ま
し
」
の
用
例
を
漏
れ
な
く
挙
げ
る
と
い
う
入
念
な
作
業
が
な
さ
れ
て

い
る
可
能
性
が
あ
る
点
は
注
意
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ

る
（
十
七
）

。
こ
の
よ
う
に
『
日
本
大
辞
書
』
に
入
念
な
調
査
の
形
跡
が
認
め

ら
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、
近
代
語
の
資
料
と
し
て
『
日
本
大
辞
書
』
を
利

用
す
る
上
で
の
資
料
の
信
頼
度
（
近
代
語
に
関
わ
る
内
容
に
信
憑
性
が
あ

る
か
否
か
）
に
も
関
わ
っ
て
く
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か

（
十
八
）

。
資
料
の

信
頼
度
に
つ
い
て
は
、
以
下
に
引
用
す
る
月
本
雅
幸
（
一
九
九
六
、

～
56

頁
）
が
述
べ
る
よ
う
な
、
訓
点
資
料
の
内
容
に
つ
い
て
の
言
及
が
参
考

57に
な
る

（
十
九
）

。

第
四
に
、古
い
訓
点
の
内
容
を
絶
対
視
す
る
こ
と
は
危
険
で
あ
る
。

訓
点
の
内
容
は
学
僧
た
ち
の
研
究
の
結
果
で
あ
る
か
ら
、
訓
点
も
加

点
者
の
学
力
に
対
応
し
た
そ
れ
ぞ
れ
の
段
階
の
も
の
が
存
在
す
る
は

ず
で
あ
る
。
実
際
、
一
方
で
は
極
め
て
整
然
と
し
た
高
水
準
の
訓
点

も
あ
る
と
同
時
に
、
他
方
で
は
誤
り
（
誤
点
）
を
多
く
含
む
信
頼
性

の
低
い
も
の
も
存
在
す
る
。
後
者
の
よ
う
な
も
の
を
珍
し
い
訓
点
と

理
解
し
た
の
で
は
大
き
な
過
ち
を
犯
す
こ
と
に
な
ろ
う
。

近
代
国
語
辞
書
に
お
い
て
も
、
書
か
れ
て
い
る
内
容
の
信
憑
性
を
考
慮

す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
近
代
国
語
辞
書
の
国
語
資
料
と
し
て
の
信
頼
度
は
、

本
稿
で
行
っ
た
よ
う
な
、
内
容
の
分
析
に
よ
っ
て
判
定
で
き
る
こ
と
で
あ

る
と
考
え
ら
れ
る
。

な
お
、
一
条
の
み
の
考
察
で
あ
る
点
は
確
か
に
問
題
で
あ
る

（
二
十
）

。
し

か
し
、
今
後
、
我
々
研
究
者
が
『
日
本
大
辞
書
』
に
接
し
て
い
く
上
で
は
、

『
日
本
大
辞
書
』
の
他
の
箇
所
に
も
「
あ
さ
ま
し
」
条
の
よ
う
に
手
の
込
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ん
だ
箇
所
が
存
在
す
る
可
能
性
を
念
頭
に
お
く
べ
き
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、

『
日
本
大
辞
書
』
が
ど
の
よ
う
に
作
ら
れ
て
い
る
か
を
明
ら
か
に
し
て
い

く
に
は
、
本
稿
で
行
っ
た
よ
う
に
一
条
一
条
を
読
解
し
て
い
く
他
に
方
法

は
無
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
の
点
、
本
稿
は
『
日
本
大
辞
書
』
の
編
纂

態
度
を
理
解
す
る
た
め
の
方
法
を
提
示
で
き
て
も
い
る
だ
ろ
う
。

今
後
も
『
日
本
大
辞
書
』
の
記
述
を
分
析
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
『
日

本
大
辞
書
』
の
成
果
が
ど
の
よ
う
に
編
み
出
さ
れ
た
の
か
を
考
察
し
続
け

る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。
当
然
な
が
ら
、
入
念
な
作
業
が
窺
え
る
と
こ

ろ
だ
け
で
は
な
く
、
不
出
来
で
あ
る
点
も
分
析
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

例
え
ば
、
今
回
取
り
上
げ
た
中
に
出
典
を
誤
る
例
が
あ
る
（
Ⅴ
）
。
こ
の

よ
う
な
出
典
の
誤
っ
て
い
る
例
か
ら
も
、
山
田
美
妙
が
用
例
を
ど
の
よ
う

に
取
り
扱
っ
て
い
た
の
か
、
用
例
に
対
す
る
考
え
が
ど
の
よ
う
で
あ
っ
た

か
を
知
る
手
が
か
り
が
得
ら
れ
る
だ
ろ
う

（
二
十
一
）

。
以
上
の
よ
う
に
、
『
日

本
大
辞
書
』
の
用
例
（
あ
る
い
は
そ
の
他
の
部
分
）
に
関
し
て
考
察
を
続

け
る
こ
と
は
、
『
日
本
大
辞
書
』
を
語
彙
史
の
資
料
と
し
て
活
用
す
る
た

め
に
欠
か
せ
な
い
作
業
で
あ
る
。

［
注
］

（
一
）
語
彙
史
研
究
に
お
け
る
『
日
本
大
辞
書
』
の
活
用
の
動
き
が
最
近
活
発
で

あ
る
一
方
で
、
ア
ク
セ
ン
ト
史
の
資
料
と
し
て
は
、
例
え
ば
稲
垣
正
幸
（
一

九
五
二
）
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
早
く
か
ら
評
価
さ
れ
て
い
た
。

（
二
）
『
日
本
大
辞
書
』
の
「
符
号
ノ
解
」
に
て
『
日
本
大
辞
書
』
で
使
わ
れ
る

各
種
符
号
の
説
明
が
あ
り
、
「
○
」
が
「
文
專
用
」
、
「
●
」
が
「
言
專
用
」

で
あ
る
。

（
三
）
湯
浅
茂
雄
（
二
〇
二
二
、
左
開

頁
）
は
「
『
日
本
大
辞
書
』
が
、
ど
の

85

よ
う
に
し
て
こ
れ
ら
の
方
言
語
彙
を
立
項
す
る
こ
と
が
出
来
た
の
か
の
探
求

は
、
明
治

年
代
の
方
言
研
究
史
を
紐
解
く
こ
と
に
も
つ
な
が
る
と
考
え
る
」

20

と
、
国
語
学
史
研
究
で
の
展
望
も
述
べ
て
い
る
。

（
四
）
注
（
三
）
に
引
用
し
た
湯
浅
茂
雄
（
二
〇
二
二
）
の
考
え
も
今
後
参
考
に

し
て
い
く
べ
き
で
あ
ろ
う
。

（
五
）
た
だ
し
、
『
日
本
大
辞
書
』
が
「
◎
」
を
使
っ
て
補
注
を
示
し
た
こ
と
に

つ
い
て
は
、
「
従
来
の
辞
書
に
は
殆
ど
見
え
な
か
っ
た
も
の
で
、
多
分
に
建

設
的
で
あ
る
」（
山
田
忠
雄
〔
一
九
八
一
〕
、

頁
）
と
述
べ
て
い
る
。
ま
た
、

619

山
田
忠
雄
（
一
九
五
九
）
に
お
い
て
は
『
日
本
大
辞
書
』
の
記
述
を
「
客
観

的
」
と
好
意
的
に
評
し
て
い
る
箇
所
が
あ
る
（

頁
、

頁
）
。
こ
の
よ
う

14

15

に
、
山
田
忠
雄
に
よ
っ
て
評
価
さ
れ
る
点
も
存
す
る
。

（
六
）
今
野
真
二
（
二
〇
一
四
、

～

頁
）
が

181

182

辞
書
が
そ
れ
ぞ
れ
編
集
方
針
を
も
つ
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
複
数
の
辞

書
を
対
照
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
辞
書
が
編
ま
れ
た
時
期
の
言

語
に
つ
い
て
得
ら
れ
る
「
情
報
」
の
幅
は
広
が
り
、
深
さ
は
増
す
こ

と
が
期
待
さ
れ
る
。
『
日
本
大
辞
書
』
を
『
言
海
』
の
イ
ミ
テ
ー
シ
ョ

ン
と
し
て
「
切
り
捨
て
る
」
必
要
は
な
い
と
考
え
る
。

と
し
て
い
る
の
も
、
こ
の
流
れ
、
つ
ま
り
『
日
本
大
辞
書
』
再
評
価
の
流
れ

に
属
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

（
七
）
Ⅴ
の
用
例
は
、
『
金
葉
和
歌
集
』
で
は
な
く
、
『
拾
遺
和
歌
集
』
が
正
し
い

（
二
十
一
代
集
本
を
底
本
と
す
る
「
日
本
語
歴
史
コ
ー
パ
ス
」
で
検
索
し
、

二
十
一
代
集
本
の
『
拾
遺
和
歌
集
』
下
に
見
ら
れ
る
こ
と
を
確
認
し
た
）
。

ま
た
、
行
頭
の
「
○
」
に
つ
い
て
は
注
（
二
）
を
参
照
の
こ
と
。

（
八
）
一
七
五
九
生
、
一
八
二
九
没
。
生
没
年
は
『
国
史
大
辞
典
』
に
よ
る
。

（
九
）『
雅
語
訳
解
』
も
確
認
し
た
が
、「
あ
さ
ま
し
［
キ
ヨ
ウ
ノ
サ
メ
タ
事
ヂ
ヤ
。
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ア
キ
レ
タ
コ
ト
ヂ
ヤ
］
」
（

コ
マ
目
）
と
あ
る
の
み
で
あ
る
。
ま
た
、
「
石

63

川
雅
望
」
は
『
雅
言
集
覧
』
の
編
者
で
あ
る
。

（
十
）
鈴
木
健
一
（
二
〇
一
四
）
は
「
明
治
時
代
か
ら
戦
前
ま
で
は
、
近
世
の
注

釈
が
か
な
り
有
用
な
も
の
と
し
て
流
通
し
て
い
た
」
（

頁
）
と
述
べ
、
一

172

例
に
『
湖
月
抄
』
を
挙
げ
て
い
る
。
山
田
美
妙
が
読
ん
だ
『
源
氏
物
語
』
の

テ
キ
ス
ト
と
し
て
、
ま
ず
は
『
湖
月
抄
』
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
十
一
）
参
考
の
た
め
に
、
「
日
本
語
歴
史
コ
ー
パ
ス
」
で
桐
壺
を
対
象
に
短
単

位
検
索
で
語
彙
素
「
浅
ま
し
い
」
を
検
索
し
て
用
例
数
を
確
認
し
た
。

（
十
二
）
確
認
し
た
注
釈
書
は
、
島
内
裕
子
（
二
〇
二
一
）
「
『
源
氏
物
語
』
の
研

究
史
（

）」
で
取
り
上
げ
ら
れ
る
も
の
に
加
え
、『
首
書
源
氏
物
語
』
を
対

2

象
と
し
た
。
な
お
、
対
象
と
し
た
注
釈
書
の
う
ち
、
『
紫
家
七
論
』
は
『
源

氏
物
語
』
の
語
釈
を
行
う
も
の
で
は
な
い
。

（
十
三
）
『
首
書
源
氏
物
語
』
の
桐
壺
巻
に
お
い
て
は
、
「
あ
さ
ま
し
」
の
い
ず
れ

の
箇
所
に
も
注
が
付
さ
れ
て
い
な
い
（
「
あ
さ
ま
し
」
の
所
在
は
「
桐
壺
」

の

コ
マ
目
、

コ
マ
目
、

コ
マ
目
）。

33

44

55

『
湖
月
抄
』
の
桐
壺
巻
の
「
あ
さ
ま
し
」
の
初
出
の
箇
所
の
注
釈
に
「
あ

さ
ま
し
き
ま
て
／
抄
つ
よ
く
お
も
ひ
入
て
こ
と
〳
〵
し
き
こ
こ
ろ
歟
」
（
6

オ
〔

コ
マ
目
〕
）
と
す
る
よ
う
に
計
量
に
つ
い
て
の
記
述
は
な
く
、
他
の

7

「
あ
さ
ま
し
」
の
箇
所
に
つ
い
て
も
計
量
に
関
す
る
記
述
は
確
認
で
き
な
か

っ
た
。
他
に
「
あ
さ
ま
し
」
が
登
場
す
る
の
は

オ
（

コ
マ
目
）
と

ウ

17

18

27

（

コ
マ
目
）。

29『
源
註
拾
遺
』
に
は
、
「
あ
さ
ま
し
」
に
つ
い
て
の
言
及
を
確
認
で
き
な

か
っ
た
。

『
源
氏
物
語
新
釈
』（
賀
茂
真
淵
）
の
桐
壺
巻
に
お
い
て
は
、「
あ
さ
ま
し
」

に
注
が
付
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
（
「
あ
さ
ま
し
」
の
注
釈
が
あ
る
こ
と
が
期

待
さ
れ
る
の
は
、
『
賀
茂
真
淵
全
集
』
第

巻
で

頁
、

頁
、

頁
）
。

13

41

48

56

『
源
氏
物
語
玉
の
小
櫛
』
の
桐
壺
巻
に
お
い
て
は
、
「
あ
さ
ま
し
」
の
初

出
の
箇
所
に
お
い
て
「
あ
さ
ま
し
き
ま
で
同

此
詞
は
．
よ
き
事
に
も
．
あ

し
き
事
に
も
い
ひ
て
．
俗
言
に
．
け
し
か
ら
ぬ
き
も
の
つ
ぶ
れ
た
こ
と
な
ど

い
ふ
意
也
」
（

コ
マ
目
）
の
よ
う
に
計
量
に
つ
い
て
の
言
及
は
な
く
、
初

209

出
で
は
な
い
箇
所
に
お
い
て
「
あ
さ
ま
し
」
の
注
釈
は
確
認
で
き
な
か
っ
た

（
「
あ
さ
ま
し
」
の
注
釈
が
あ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
の
は

～

コ
マ
目
、

216

217

コ
マ
目
）。

225
『
源
氏
物
語
評
釈
』
の
桐
壺
巻
に
お
い
て
は
、
「
あ
さ
ま
し
」
の
箇
所
に

頭
注
は
無
く
、
本
文
に
併
記
さ
れ
て
い
る
語
釈
に
も
計
量
的
記
述
は
確
認
で

き
な
か
っ
た
（
「
あ
さ
ま
し
」
の
用
例
が
あ
る
の
は
本
文
で

コ
マ
目
、

109

120

コ
マ
目
、

コ
マ
目
）。

131

（
十
四
）
な
お
、
計
量
に
つ
い
て
は
『
源
氏
物
語
』
の
こ
れ
以
外
の
注
釈
書
が
計

量
し
て
お
り
、
山
田
美
妙
が
そ
れ
に
則
っ
た
と
い
う
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。

そ
の
場
合
、
計
量
の
精
密
さ
を
山
田
美
妙
に
帰
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
も
の

の
、
注
釈
書
に
よ
っ
て
『
源
氏
物
語
』
の
本
文
か
ら
用
例
を
探
す
、
と
い
う

作
業
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
し
か
も
、
主
要
で
は
な
い
『
源
氏
物

語
』
の
注
釈
書
を
利
用
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
そ
の
場
合
も
山
田

美
妙
の
編
纂
に
対
す
る
姿
勢
が
窺
え
て
興
味
深
い
と
言
え
よ
う
。

ま
た
、
索
引
の
利
用
の
有
無
に
つ
い
て
は
今
回
は
未
検
討
で
あ
る
が
、『
源

氏
物
語
色
葉
分
』
の
よ
う
に
、
本
文
を
記
さ
ず
に
巻
と
丁
数
の
み
を
記
す
よ

う
な
索
引
で
あ
れ
ば
、
そ
こ
か
ら
の
孫
引
き
は
あ
り
得
ず
、
し
た
が
っ
て
山

田
美
妙
に
よ
る
本
文
の
確
認
が
あ
っ
た
と
考
え
無
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
ち
な

み
に
、『
源
氏
物
語
色
葉
分
』
に
は
「
あ
」
部
が
無
い
）。

（
十
五
）
『
首
書
源
氏
物
語
』
（
一
六
四
〇
年
跋
）
に
お
い
て
も
、
「
世
に
い
で
お

は
す
る
も
の
な
り
け
り
」
（
桐
壺
巻
・

コ
マ
目
）
と
い
う
本
文
に
な
っ
て

33

い
る
。
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（
十
六
）
こ
こ
で
の
「
利
用
」
の
指
す
範
囲
と
し
て
、
例
え
ば
、
参
考
程
度
に
山

田
美
妙
が
『
増
補
雅
言
集
覧
』
を
見
る
、
そ
の
上
で
『
源
氏
物
語
』
に
用
例

が
あ
る
こ
と
を
知
る
、
と
い
っ
た
程
度
の
利
用
法
が
無
か
っ
た
と
は
言
え
な

い
。

（
十
七
）
な
ぜ
「
○
あ
さ
ま
シ
」
の
語
に
こ
れ
ほ
ど
労
力
を
注
い
だ
の
か
、
と
い

う
点
に
つ
い
て
は
結
論
を
得
て
い
な
い
。
山
田
美
妙
が
『
日
本
大
辞
書
』
を

編
む
上
で
ど
の
よ
う
な
語
に
力
を
注
い
だ
の
か
、
力
を
注
い
だ
と
み
ら
れ
る

語
の
共
通
点
は
何
か
、
と
い
っ
た
問
題
に
も
今
後
取
り
組
ん
で
い
か
ね
ば
な

ら
な
い
。

（
十
八
）
本
稿
は
近
代
語
を
扱
う
も
の
で
は
な
い
の
で
、
「
あ
さ
ま
し
」
の
例
が

た
だ
ち
に
近
代
語
資
料
と
し
て
の
評
価
に
影
響
す
る
と
考
え
る
に
は
飛
躍
が

あ
ろ
う
。
た
だ
、
『
日
本
大
辞
書
』
を
語
彙
史
の
資
料
と
し
て
扱
う
上
で
の

信
頼
性
に
か
か
わ
る
か
も
し
れ
な
い
、
と
い
う
程
度
に
は
、『
日
本
大
辞
書
』

、
、
、
、
、
、

に
入
念
な
調
査
の
痕
跡
が
認
め
ら
れ
る
箇
所
が
あ
る
こ
と
を
留
意
し
て
も
良

い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

な
お
、
今
野
真
二
（
二
〇
一
四
）
は
語
釈
に
関
し
て
「
『
日
本
大
辞
書
』

の
「
工
夫
」
」（

頁
）
を
読
み
取
る
と
こ
ろ
が
あ
る
が
、
本
稿
の
成
果
と
し

161

て
は
、
言
語
研
究
の
根
幹
た
る
用
例
収
集
に
つ
い
て
も
、
入
念
な
調
査
の
形

跡
を
認
め
得
る
こ
と
を
強
調
し
た
い
。

（
十
九
）
こ
の
部
分
は
、

た
だ
し
、
訓
点
資
料
を
仏
教
学
的
見
地
か
ら
研
究
す
る
場
合
、
注

意
す
べ
き
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
点
が
い
く
つ
か
あ
る
。
国
語
学
的

研
究
の
経
験
を
踏
ま
え
て
参
考
の
た
め
に
列
挙
し
て
お
き
た
い
。

（
月
本
雅
幸
〔
一
九
九
六
〕、

頁
）

56

と
す
る
内
容
の
一
部
で
あ
る
。

（
二
十
）
大
槻
信
（
二
〇
一
九
、

頁
）
も
「
全
体
と
し
て
理
解
す
る
こ
と
が

45

な
け
れ
ば
部
分
も
有
効
に
活
用
で
き
な
い
は
ず
で
あ
る
」
と
述
べ
る
。

（
二
十
一
）
本
稿
で
は
未
検
討
で
あ
る
の
で
、
稿
を
改
め
て
論
じ
た
い
。

［
テ
キ
ス
ト
］

・
引
用
文
の
点
線
、
網
掛
け
、
四
角
囲
い
の
ロ
ー
マ
数
字
及
び
丸
数
字
は
私
に
付

し
た
も
の
で
あ
る
。

・
合
字
、
変
体
仮
名
に
つ
い
て
は
現
在
の
表
記
に
改
め
た
。

・
文
中
の
区
切
り
点
は
、
私
意
に
よ
り
句
点
、
読
点
に
分
け
る
場
合
が
あ
る
。
句

読
、
清
濁
は
私
に
補
っ
た
と
こ
ろ
が
あ
る
。

・
「
あ
さ
ま
し
」
に
つ
い
て
は
明
治
期
国
語
辞
書
大
系
を
『
日
本
大
辞
書
』
刊
行

以
前
の
も
の
に
つ
い
て
全
て
確
認
し
て
い
る
。

・
論
中
、「
日
本
語
歴
史
コ
ー
パ
ス
」
の
検
索
結
果
に
言
及
す
る
こ
と
が
あ
る
（
二

〇
二
三
年
三
月
デ
ー
タ
、
中
納
言
バ
ー
ジ
ョ
ン2.7.1

）
。

『
雅
語
訳
解
』
は
早
稲
田
大
学
図
書
館
蔵
、
請
求
記
号
（
ホ02

05614

）
の
本
に

よ
っ
た
（
早
稲
田
大
学
の
「
古
典
籍
総
合
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
を
使
用
）。

『
首
書
源
氏
物
語
』
は
国
立
国
会
図
書
館
蔵
、
請
求
記
号
（850-38

）
の
本
に
よ

っ
た
（
「
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
を
使
用
。
調
査
の

参
考
と
し
て
検
索
に
「
次
世
代
デ
ジ
タ
ル
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
」
を
用
い
た
）
。

『
言
海
』
の
引
用
は
山
田
俊
雄
（
編
）
『
私
版
日
本
辞
書
言
海
』
（
大
修
館
書
店
、

一
九
七
九
年
）
に
よ
り
、
調
査
・
検
索
に
は
「Japanese

pre-m
odern

dictionaries

日
本
近
代
辞
書
・
字
書
集
」〈https://joao-roiz.jp/JPD

IC
T
/

〉

を
用
い
た
（
最
終
更
新
日
二
〇
二
二
年
四
月
三
日
）。

『
源
氏
物
語
色
葉
分
』
は
古
典
籍
索
引
叢
書

宮
内
庁
書
陵
部
蔵
『
類
標
』
第
二
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十
八
巻
（
梅
田
径
〔
監
修
・
解
題
・
解
説
〕
ゆ
ま
に
書
房
、
二
〇
一
八
年
）

を
確
認
し
た
。

『
源
氏
物
語
新
釈
』
は
久
松
潜
一
（
監
修
）
、
秋
山
虔
、
鈴
木
日
出
男
（
編
）
『
賀

茂
真
淵
全
集
』
第

巻
（
第

巻
に
続
く
、
続
群
書
類
従
完
成
会
、
一
九
七

13

14

九
年
）
に
よ
っ
た
。

『
源
氏
物
語
玉
の
小
櫛
』
の
引
用
は
国
文
学
研
究
資
料
館
鵜
飼
文
庫
蔵
、
請
求
記

号
（96-784-1
～9
）
の
本
に
よ
っ
た
（
「
国
書
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
を
使
用
）
。

調
査
に
は
、
大
野
晋
（
編
）
『
本
居
宣
長
全
集
』
第

巻
（
筑
摩
書
房
、
一

4

九
六
九
年
）
を
使
用
し
た
。

『
源
氏
物
語
評
釈
』
は
源
氏
物
語
古
注
釈
大
成
（
日
本
図
書
セ
ン
タ
ー
）
に
よ
り

調
査
し
、
加
え
て
国
文
学
研
究
資
料
館
初
雁
文
庫
蔵
本
（
請
求
記
号

〔12-482-1

～

13

〕
）
を
確
認
し
た
（
「
国
書
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
を
使
用
）。

『
源
註
拾
遺
』
は
久
松
潜
一
（
監
修
）
『
契
沖
全
集
』
第
九
巻
（
岩
波
書
店
、
一

九
七
四
年
）
に
よ
っ
た
。

『
語
彙
』
は
明
治
期
国
語
辞
書
大
系
（
大
空
社
、
一
九
九
七
年
）
に
よ
っ
た
。

『
湖
月
抄
』
は
早
稲
田
大
学
図
書
館
蔵
、
請
求
記
号
（
文
庫

30
A
0191

）
の
本

を
用
い
た
（
早
稲
田
大
学
の
「
古
典
籍
総
合
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
を
使
用
）
。

不
明
瞭
な
箇
所
に
つ
い
て
は
、
早
稲
田
大
学
図
書
館
蔵
、
請
求
記
号
（
文
庫30

A
0100

）
の
『
湖
月
抄
』
を
確
認
し
た
（
早
稲
田
大
学
の
「
古
典
籍
総
合
デ

ー
タ
ベ
ー
ス
」
を
使
用
）。

『
こ
と
ば
の
は
や
し
』
は
明
治
期
国
語
辞
書
大
系
（
大
空
社
、
一
九
九
七
年
）
に

よ
っ
た
。

『
紫
家
七
論
』
は
平
重
道
、
阿
部
秋
生
（
校
注
）『
近
世
神
道
論

前
期
国
学
』（
日

本
思
想
大
系
、
岩
波
書
店
、
一
九
七
二
年
）
を
確
認
し
た
。

『
拾
遺
和
歌
集
』
は
「
日
本
語
歴
史
コ
ー
パ
ス
」
（
二
〇
二
三
年
三
月
デ
ー
タ
、

中
納
言
バ
ー
ジ
ョ
ン

2.7.1

）
に
よ
り
検
索
し
、
紐
付
け
ら
れ
た
二
十
一
代

集
本
の
画
像
を
確
認
し
た
。

『
増
補
雅
言
集
覧
』
（
石
川
雅
望
著
、
中
島
廣
足
増
補
、
一
八
八
七
年
刊
）
は
国

立
国
会
図
書
館
蔵
、
請
求
記
号
（103-229

）
の
本
に
よ
っ
た
（
「
国
立
国
会

図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
を
使
用
）
。
臨
川
書
店
よ
り
一
九
六
五

年
刊
行
の
『
増
補
雅
言
集
覧
』（
三
冊
本
の
復
刻
）、
見
出
し
を
五
十
音
順
に

し
た
、
木
下
正
俊
、
久
山
善
正
（
編
）『
増
補
雅
言
集
覧
索
引
』（
臨
川
書
店
、

一
九
六
八
年
）
が
工
具
書
と
し
て
利
用
可
能
。

『
日
本
大
辞
書
』
は
明
治
期
国
語
辞
書
大
系
（
大
空
社
、
一
九
九
八
年
）
に
よ
り
、

検
索
は
「Japanese

pre-m
odern

dictionaries

日
本
近
代
辞
書
・
字
書
集
」

を
用
い
た
。

『
倭
訓
栞
』
前
編
・
中
編
は
国
立
公
文
書
館
蔵
内
閣
文
庫
本
（263-0007

）
の
本

に
よ
っ
た
（
「
国
立
公
文
書
館
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
」
を
使
用
）
。
『
倭
訓

栞
』
後
編
は
『
倭
訓
栞
後
編
』（
す
み
や
書
房
、
一
九
六
六
年
）
に
よ
っ
た
。

調
査
・
読
解
に
は
伴
信
友
（
補
閲
）、
井
上
頼
圀
、
小
杉
榲
邨
（
増
補
）『
増

補
語
林
倭
訓
栞
』（
皇
典
講
究
所
、
一
八
九
八
年
）
を
参
考
と
し
た
。

『
俚
言
集
覧
』
稿
本
は
こ
と
わ
ざ
研
究
会
（
監
修
）『
俚
言
集
覧

自
筆
稿
本
版
』

（
ク
レ
ス
出
版
、
一
九
九
二
～
一
九
九
三
年
）
に
よ
っ
た
。
調
査
の
際
、『
増

補
俚
言
集
覧
』
を
参
考
と
し
た
（
国
立
国
会
図
書
館
蔵
、
請
求
記
号

〔813.6-R
472-M

〕
の
本
に
よ
っ
た
。
「
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
」
を
使
用
）。

［
参
考
文
献
］

稲
垣
正
幸
（
一
九
五
二
）
「
国
語
ア
ク
セ
ン
ト
史
研
究
の
回
顧
」
『
国
語
学
』

。
10

大
槻
信
（
二
〇
一
九
〔
初
出
二
〇
〇
五
〕
）「
平
安
時
代
の
辞
書
に
つ
い
て
の
覚
書
」

大
槻
信
『
平
安
時
代
辞
書
論
考

―
辞
書
と
材
料

―
』
吉
川
弘
文
館
。
初

出
は
『
国
文
学
』（
学
燈
社
）

-

。

50

5
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木
村
義
之
（
二
〇
一
五
）
「
山
田
美
妙
『
日
本
大
辞
書
』
の
外
来
語

―
国
語
辞

書
か
ら
見
た
外
来
語

―
」『
悠
久
』

。
143

今
野
真
二
（
二
〇
一
四
）
「
『
言
海
』
を
ラ
イ
バ
ル
視
し
た
山
田
美
妙
『
日
本
大
辞

書
』」
今
野
真
二
『
「
言
海
」
を
読
む

こ
と
ば
の
海
と
明
治
の
日
本
語
』
角

川
選
書
、K

A
D
O
K
A
W
A

、
第
五
章
。

島
内
裕
子
（
二
〇
二
一
）
「
『
源
氏
物
語
』
の
研
究
史
（

）
」
島
内
裕
子
『
日
本

2

文
学
の
研
究
史
』
放
送
大
学
教
育
振
興
会
、
第

章
。

6

鈴
木
健
一
（
二
〇
一
四
）
「
近
現
代
の
注
釈
」
鈴
木
健
一
『
古
典
注
釈
入
門

歴

史
と
技
法
』
岩
波
現
代
全
書
、
岩
波
書
店
、
第
Ⅱ
部
第

章
。

3

月
本
雅
幸
（
一
九
九
六
）「
訓
点
資
料
」
日
本
仏
教
研
究
会
（
編
）『
日
本
の
仏
教
』

、
法
蔵
館
。

5

山
田
忠
雄
（
一
九
五
九
）「
漢
和
辞
典
の
成
立
」『
国
語
学
』

。
39

山
田
忠
雄
（
一
九
八
一
）
「
言
海
以
後
」
山
田
忠
雄
『
近
代
国
語
辞
書
の
歩
み

そ
の
模
倣
と
創
意
と
』
上
、
三
省
堂
、
第
三
部
第
二
章
。

湯
浅
茂
雄
（
二
〇
二
〇
）
「
『
言
海
』
と
『
日
本
大
辞
書
』
の
語
彙
」
飛
田
良
文
、

佐
藤
武
義
（
編
）
『
近
代
の
語
彙

―
四
民
平
等
の
時
代

―
』
シ
リ

1

ー
ズ
〈
日
本
語
の
語
彙
〉

、
朝
倉
書
店
。

5

湯
浅
茂
雄
（
二
〇
二
一
）「
『
言
海
』『
日
本
大
辞
書
』
の
収
録
語
数
を
め
ぐ
っ
て
」

『
実
践
国
文
学
』

。
100

湯
浅
茂
雄
（
二
〇
二
二
）
「
山
田
美
妙
『
日
本
大
辞
書
』
の
方
言
語
彙
」
『
実
践
国

文
学
』

。
101

『
国
史
大
辞
典
』
は
「JapanK

now
ledge

L
ib

」
版
に
よ
っ
た
。

『
日
本
語
学
研
究
事
典
』（
飛
田
良
文
〔
編
集
主
幹
〕
、
明
治
書
院
、
二
〇
〇
七
年
）
。

『
日
本
語
学
大
辞
典
』
（
日
本
語
学
会
〔
編
〕
、
東
京
堂
出
版
、
二
〇
一
八
年
）
。

『
日
本
国
語
大
辞
典
』
第
二
版
は
「JapanK

now
ledge

L
ib

」
版
に
よ
っ
た
。

［
付
記
］

・
本
稿
はJS

T

次
世
代
研
究
者
挑
戦
的
研
究
プ
ロ
グ
ラ
ム

JP
M
JS
P2110

の
助
成

を
受
け
た
研
究
成
果
で
あ
る
。

（
か
わ
せ

し
ん
や
・
本
学
大
学
院
文
学
研
究
科
博
士
後
期
課
程
、

本
学
大
学
院
教
育
支
援
機
構
奨
励
研
究
員
）


